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★流星課だより（91）

　春もいよいよ閉りである．流星観測も未だ蚊に攻められることも少いので釜

々樂となる．しかし室の清澄は多くを期待出町ぬであらう．

　テ溺にはIt旬の水瓶群を除いては著しいものはない．母彗星のハレ1はいよ

いよ遠日鮎に近づいた．このところ條件がよくない様に思はれるが，悟道全艦

に廣く配布されてるる流星群であるから相當な出現を毎年見せてくれる．下旬

には、〔f座の流星群（α＝249，δ＝十29）が若干見られるかも知れぬ．

　　　　　　　　×　×　×　×　×
　去る．ヨ」14日夜21時45分木邊部長は南天に負四等の火球を見られたが，折か

らろ」jtik・影中であった氏の寓眞中にその像を印せられたる由報ぜられた（表紙

参照）．他地方よりの観測があれぼ至急御知らせ願ひたい．（小棋）

★太陽課（1939年3月）

　報告者　13名（前月と同じ）

　天候　必ずしも佳良ではなかった．11日目けが全員歓測になったのは少し塗

憾であった．

　概況　前月に比して，可なり平艀であり，李均して30％位相封数も減少した

榛であtt．観測散依っては。と云ふ日力・門門野洲出たが其れは搬に

黒黙が小さかった爲であって，本當の0ではなかった。然し最：活動を豫想され

て居る本年に，斯くも減少して來た事は，今後の観測を更に注目させるもので

ある．

　肉眼的黒鮎　　　　　　　　坂上　　　津留　　　正村　　　合計

　　　洩　　 1則　　　日　　　　　　　20　　　　　　17　　　　　　16　　　　　　53

　　　出現日敷59923　　　黒黒占群婁「（2444
　　　黒鮎群累計数　　　　5　　　　9　　　　9　　　23
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太陽課黒監相封数報告（1939年3月）
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　干均した観測日数と出現日藪の比は0．43であって，此の貼でも前月と比較す

れば，可成りの減少である．

　南北牟球の比較　　津留　織田　木邊　IEI田　島崎　沓掛　阿部　すばろ會

　　　　南　　　　　　　37．8　　27．8　　40．1　　　　　　　　26＄　　　42．0　　38．9　　　　44

　　　　4ヒ　　　　　　　32．5　　25．1　　32．0　　　　　　　　17．2　　33．3　　283　　　　36

　7名（111田［“fe除⇔の・ド均に依る南北の比は，南1・00に封ずる北0・79であっ

て，前月より逆もどつて叉南の方に少し多くなって來た．

　各個の黒門門中極端なものとしては，上旬西明に見ぐて居た小群が・北P（沓

掛氏8，9，10日槻測）及，下旬23～4日頃攻：端の白斑中に見られた小群が，北

38’（津留氏23，24日の観測）とであった．

　其他　例月通り，観測された：全黒野i群の緯度を振掛氏より報告を受けた．叉

島崎氏よウは，太陽面上に於ける位置をスケッチに依り報告あった。

★愛光星課（1939年3月）

　1939年2月の報告者・と占守数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内謬第二部
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　追加　山田達雄氏一月分，5星24目測報告受理・

弟一部
　畏期星類　RAnd　9．6（島崎1），　o　Cet　8．4～＄・5減光中（山田1，清水2）・

SCMi　9．6～10．0減光中（島崎2），　V　CVn　7・6±（太岡3）・ηGem（坂上

1），RLeo　7．4困8．6減光申（太田6），　U　Mon　5・6～6・6減光中？（太田5）・

XMon　85～8．2増光中（清水6），下旬8・6（木邊1），　U　Ori7・3～7・2（清

水4），7．8±（木邊4），RTri　10．4一一11．1減光申（清水6）、・TUMa・RS

UMa共にく10．5土（太田4）．
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（其他　aOri　1・2，1・1（西川2ｾ田6），1．0土（木邊3）．）’　1’1（三宅1）’　O’7’　O’9（鵬・・llli

　RCrB　27口く11（坂上）．

・C・・恐し（西鵬縫3》CPLaq　RYMon・SUT・・隔

第呂郡
　2Max　B10ri，　CN　Ori，　SU　UMa（小澤，木経）．

熱欝熱熱膿㍑稼」驚；1

　其他　省略叉はMaxなし・
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　　　　　　　　　　　15．　55　O．916　24・2．　72

　　　　　　　　　　　15．　89　O．919　22LO2

　　　　　　　　　　　16．　24　O．922　205．　3t・）

　1溌明を簡軍に附加すれば

　1．

火星と地球の軌道上に於ける和互位置の開係上，

　　　　　　　　221

12．〔〕2　　　9月39日（秋分）

12．　08　，l1

12．　liS　・41，，

　　　日付，2．光度は火星の見掛しの光度，3．硯直裡も同様，4．1島ケ度とは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火星が幾分彪けて見えるその

割合であって（十∫二i1月位の様相を示す），5月1日0・885とは，　ll月暗境界線に匪

切られた方の長さが二極（必ずしも極と’合致しないが）を結ぶものに封し0・885

の長さしかない事を示す．5，6の中央経緯度は，地球から見た場合の火星の中

心（4の庸ケの項は考慮に入れない）を示す．但し時刻は日本時間9時であるか

ら，槻測痔刻（5月であれば大部分3時頃）に依ρて補正の必要がある・右は以

下に詰述する。7．最後の火星日付とは参考に記したものであって・火星を假

．りに地球の如く12ヶ月に割って，各一ケ月を54（小）55日（大）とし，9月39日

を以て秋分と假定した場合の日付である．正確なものではないが・火星面・しの

季節的攣化を知る土重要である．（伊達）

　　　　　　　　　　　火星中央経度算出法

　毎旧午前9時の火星面中央経度は天界に蓮載されてるるから，1時聞及1分野

の火星の自画速度が判って居れば直ちに観測時の中央経度が算出される・2Pち

　7月1月23h20mにおける中央経度が知り度V・場合には，7月2日午前9時の中央

経慶は308・．38であるから，7月1日23h20mから7月2日のglLOOm迄は9時聞40分

ある事になるから下表により9時間十40分の自轄割合を見ると，

1310・589＋ge・748－141e．337と云ふ値が出るから・　一ill：lll

　308r38から141。．337を引くと，帥ち167。・043となる・　　　167．043

分

1　＝＝　002437

2　＝＝　O．4847

3　＝＝　O．7311

4　＝　O．　9748

5　＝＝　］．2185

6＝　1．　ca23

7　＝　1．　7059

　升
8’＝　109496

9　＝　2．　1933

10　＝　2．　4370

20　＝　4．　874

30　＝＝　7．311

40　＝　9．　748

50　：’P2．1as

牲14・621

2　＝＝　29．　242

3　＝　43．863

4　＝　58．　48，1

5篇73．105

6　＝　87．726

7　＝　102．　348

時睨

8　＝1160968

9　＝131．589

10　＝　146．210
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